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１．はじめに

放散虫，珪藻，石灰質ナノ化石などの微化石は地層の年

代指標として用いられており，地質調査総合センターにも

こうした微化石の専門家がいる．微化石による年代推定の

分解能は，対象とする古生物の進化や絶滅というイベント

の数や期間によって決まるため，化石の形態に基づいて新

たなイベントを識別し，その広域性を確かめられれば分解

能を向上させることが出来る．しかし，生物の分布や環境

の影響で，イベントの年代に地域差が生じることも珍しく

ない．そのため，対象とする生物の地理的分布や古生態な

どを理解することが重要である．石灰質ナノ化石は炭酸カ

ルシウムの殻を持つ微細藻類「円
えん

石
せき

藻
そう

」などの化石であり，

海成層の堆積年代を推定するための指標として大変有用

である．2017 年 9 月 25 日～ 28 日にギリシャのアテネ

で International Nannoplankton Association（ 以 下，INA）

の主催する国際研究集会 16th INA Meeting が開催された．

この研究集会では円石藻を中心とした現生微細藻類と石灰

質ナノ化石に関する研究成果が発表され，議論や意見交換

が行なわれた．筆者は，平成 29 年度廣川研究助成事業に

より本研究集会に参加し，研究発表と最新の研究動向につ

いて情報収集するとともに，共同研究のための事前打ち合

わせを行なった．本稿ではその内容について報告する．

　

２. 研究集会と巡検の様子

東京からアテネまでの空路は直通便がなく，ヨーロッパ

か中東で乗り継いで入るのが一般的で，筆者はイスタン

ブールからの乗り継ぎ便でエーゲ海を越えて，アテネ郊

外のエレフテリオス・ヴェニゼロス国際空港に到着した． 

ギリシャは地中海性気候に属しており，夏は乾燥して日差

しが強く，秋～冬に気温が下がり多雨となることが知ら

れている．その変わり目にあたる 9 月下旬は比較的過ご

キーワード：廣川研究助成事業，国際学会，INA16，研究動向調査１）産総研 地質調査総合センター地質情報研究部門

平成 29年度廣川研究助成事業報告（１）
新生界微化石層序の年代分解能向上に向けた INA16
における研究動向調査及び国際共同研究の事前協議

しやすく，半袖で快適に過ごすことができた．ところで， 

ギリシャといえば，2009 年に巨額の財政赤字が露呈して

債務危機に陥ったことが日本でも連日ニュースになってい

た．ここ数年は，EU からの第三次財政支援と構造改革に

よって緩やかに回復の傾向にあるようである．今回も渡航 

や滞在への影響を心配していたが，アテネの旧市街や路地

はシャッターが降りている店舗も目立ったものの，研究集

会の会場があるアクロポリス周辺は観光地らしく経済不況

の影も薄かった．渡航中はクレジットカードも問題なく 

使用でき，幸いトラブルもなく過ごすことができた．

INAの研究集会は1985年にウィーンで開催されて以来，

原則として 2 年に一度継続的に開催されてきた．開催地

は研究者の多いヨーロッパを中心として，アジアでも開催

されている．近年では山形，リヨン，レストン，ボホール

そして今回のギリシャに至っている．日本の研究者は近年

毎回参加しており，学会の運営などで中心的な役割を果

たしている．今回は各国から 120 名近くの研究者や学生

が参加し，日本からの研究者は 6 名であった．詳細は学

会ホームページ（http://ina.tmsoc.org/：2018 年 7 月 6 日

確認）と今回の集会のホームページ（

　2018年7月6日　確認）

に記載されているので，ご覧いただきたい．

筆者は研究集会と，学会前のプレ巡検に参加した．ギリ

シャも日本同様に地震の頻度が高い国として知られる．巡

検では，地震によって沈水した港や断層を観察するととも

に，第四紀テクトニクスと古環境の研究が紹介された（写

真１，２）．

研究集会では，地域的な生層序学的研究のほか，石灰質

ナノ化石の古生物学的研究（進化や古生態）や環境指標と

しての研究あるいは現生種の系統関係や生態に関する研究

発表が多かった．また，これまでに石灰質ナノ化石の産出

報告に乏しかった地域（例えばヨルダン，チベット自治区）

からの産出報告や，ウニ化石の産出年代を整理しアーカイ

http://ina.tmsoc.org/nannonews/2017-10news.html
http://ina.tmsoc.org/nannonews/2017-10news.html
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ブ化するために石灰質ナノ化石を検討した研究発表など，

本研究集会の研究テーマに対する寛容さも相まって発表内

容は多岐にわたった．

また，石灰質ナノ化石は地下の地層間対比や古環境指標

としての有用性から石油天然ガスの探鉱で重宝されてい

る．また，船上では掘削プランを決定するために堆積物の

年代を迅速に決定することが求められるが，この点でも，

石灰質ナノ化石はプレパラート作製が簡便で効率的な手法

である．日本でもこの手法を利用して，石油・天然ガス田

地域で地層の年代決定が行われてきた．開会の挨拶に立っ

たギリシャ環境省の Spyros Bellas 博士は，ギリシャ周辺

で近年推進されている石油開発事業を紹介しながら，微化

石による年代決定の重要性を強調されていた．一般講演で

は，ブラジル石油公社から炭化水素資源を胚胎するチャネ

ル充填堆積物の分布を推定するために，石灰質ナノ化石を

用いて坑井間対比を詳細に行った研究発表もあった．海外

ではエネルギー資源に関して国や企業，研究機関がうまく

連携しており，その中で微化石層序学の研究者が貢献して

いる印象を受けた．

INA は国際研究集会としては小規模ながら，それゆえ専

門性の高い発表と議論が行なわれた．またポスドクと一部

の博士課程の学生たちの発表に対するモチベーションとプ

レゼンテーションのレベルは高く，培養実験において細胞

分裂と殻形成の様子を動画で見せるなどの工夫がなされ

ていた．1 日に 1 会場で 20 件前後の発表を消化し，さら

に参加者はランチタイムとコーヒーブレイクで議論を深め

る．観光地であるアクロポリス近傍のホテルでの開催で

あったため，周囲には飲食店も多く，夜の飲み会では議論

に花を咲かせながら交流した．連日の交流会にもかかわら

ず，翌日朝には学会モードに切り替えるという欧米の参

加者のタフネスには感服した．研究者間で積極的に Social 

Networking Service (SNS) を活用して交流しつつ，人事異

動や公募などの情報を共有していたことも印象深かった．

３．研究発表と研究打ち合わせ

筆者は新生代石灰質ナノ化石の生層序の精度向上に向

けた国際共同研究を進めるため，INA の会場において関係

者たちと打ち合わせの場を設けた．また，産総研と高知

大学との共同研究の成果として，Ocean Drilling Program 

(ODP）で掘削されたインド洋のコアを分析し，第四紀の

始まりに特定の種類の円石藻が多く産出することや，そ

の形態的特徴の変化，年代指標としての可能性について

報告した．前学会長の Jeremy R. Young 博士 (University 

ࣸਅ 3�ɹචऀͷൃදϙεターͷલͰɼ*��3B⒏ڭतʢӈʣͱɽ

College London，イギリス ) をはじめ，新生代円石藻の生

態やその化石記録を研究対象としている研究者と議論を

交わすことができた．後期更新世～現生の円石藻につい

て地理的分布や形態学的な検討を行なっている Karl-Heinz 

Baumann 教授 (University of Bremen，ドイツ ) からは，

ご自身の研究で得られた知見を紹介しながらご意見をい

ただいた．また新生代の石灰質ナノ化石の生層準を長年

研究し，その年代に関して包括的なレビューを行なった

Isabella Raffi教授 (Universita’ ‘‘G. d’Annunzio’’，イタリア) 

とも有意義な議論をすることができた．Raffi 教授は今回

筆者が用いた ODP709C コアについて先行研究を行なって

いることから，前回の研究集会でも今後同コアを利用して 

情報交換を行いながら共同研究を行なうための事前協議を

行なっており，今回もそのための打ち合わせを行うことが

出来た．今後，世界の海洋コアについての情報を共有・議

論し，新たに識別された石灰質ナノ化石イベントの普遍性

を確かめたい．

４．人材の育成

今回の会議で議題となったことの一つに，技術の継承が

ある．他の微化石にもあてはまることだが，石灰質ナノ化

石の鑑定が出来る人材が減少傾向にあることは多くの研究

者や探鉱技術者の共通認識となっており，学会の予算と募

金を人材育成のために活用することが議題として話し合わ

れた．その一環として，学生や若手の探鉱技術者・研究者

向けに，石灰質ナノ化石の鑑定と年代決定手法を習得する

ための「INA サマースクール」が提案された．第 1 回は



226  �GSJ 地質ニュース�Vol.�7��No.�9（2018 年 9月）

Ӊ౎ٶਖ਼ࢤ

UTSUNOMIYA Masayuki (2018) Report of the 16th 
International Nannoplankton Association Meeting and 
preliminary arrangements of cooperative research about 
improvements of calcareous nannofossil biostratigraphy.

（受付：2018 年 6 月 27 日）

早速 2018 年の夏にフランスのリヨンで開催されることに

なった（INA Summer School on Evolution and Taxonomy: 

　2018 年 7 月 6 日　確認）．ヨーロッパでは

標準的な研究地域の堆積物試料をシェアして，学生が集中

的に学ぶ体制が既に出来ている．一方，これらのスクー

ルは主に欧米諸国で開催されることが多く，その他の地域

からの参加者にとっては旅費などの面で参加し難い現状が 

ある．そこで，今回のギリシャでの会議では，スクールに

参加する学生に旅費を支援するとともに，日本の研究者も

中心となって日本などアジア諸国で開催することが提案さ

れた．筆者も今回の国際学会での経験と人的交流をきっか

けに，微化石層序の発展や人材育成に貢献してゆきたい．

５.　おわりに

今回の渡航では，研究発表に加えて第一線の研究者との

研究交流や情報収集，そして共同研究にむけた打ち合わせ

を行うことが出来た．また，研究や人材育成に関する議論

を通して人的な交流が生まれたことも大きな成果であっ

た．渡航に際しては旧地質調査所 OB である廣川　治氏の

ご遺族から地質調査総合センターへ頂いた寄付金をもとに

設置された廣川研究助成金の一部を使用させていただい

た．大変貴重な機会をいただいたことに，関係者の皆さま

に心よりお礼申し上げます．本稿の執筆にあたり，高知大

学の萩野恭子博士と地質情報研究部門の田中裕一郎部門長

には有益なアドバイスをいただいた．記して感謝申し上げ

ます．

http://ina.tmsoc.org/meetings/summerschool2018/inasset.pdf
http://ina.tmsoc.org/meetings/summerschool2018/inasset.pdf
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１．はじめに

平成 29 年度廣川研究助成事業により，2017 年 10 月

23 日から 27 日まで，オーストラリア南オーストラリア

州アデレードにある Flinders 大学を訪問しました．滞在

期間中，共同研究に向けた打ち合わせ等を行いましたの

で，その概要について報告いたします．

　

２. 訪問の背景・目的

放射性廃棄物の埋設処分（中深度処分や地層処分）では，

必要とされる安全評価期間は 10 万年以上に及び，このよ

うな超長期にわたる地下水流動の評価が求められます．特

に沿岸域においては，約 10 万年周期の海水準変動に伴っ

て，地下水流動系が大きく変化すると考えられます．従っ

て，海水準変動の影響を考慮した地下水流動系の評価・モ

デル化が課題の 1 つとなっています（塚本ほか，2017）．

キーワード：廣川研究助成事業，沿岸域，地下水流動，塩水，淡水１）産総研 地質調査総合センター活断層・火山研究部門

平成 29年度廣川研究助成事業報告（２）
沿岸域における超長期の塩水–淡水混合過程�

に関する国際共同研究打ち合わせ

これまでに筆者らは，花崗岩沿岸域である広島湾周辺地

域の深層地下水について調査を行い，最大で約 6 km 内陸

の深度 1,800 m 程度まで Cl 濃度の高い地下水（塩水）が分

布していることを報告しました（Tosaki et al. , 2017）．放

射性塩素同位体（36Cl）を用いた結果，これらは 4 万年以

下の年代をもつ比較的若い塩水であることが明らかとな

り，完新世海進期以降に当時の海水が亀裂を介して侵入

したものと解釈しました（Tosaki et al. , 2017；塚本ほか，

2017）．現在確認されるこのような塩水の分布は，氷期

（海退期）の天水による塩水の洗い出しと間氷期（海進期）

の海水侵入によって形成されたものと考えられますが，具

体的なプロセスの解明が課題となっています．

そこで，沿岸域の地下水研究が盛んな機関の 1 つであ

る Flinders 大学を訪問し，同位体水文学的手法と水理学

的手法の両方の側面から，沿岸域における超長期の塩水と

淡水の移動・混合過程に対して新たなアプローチを探れな

いかと考えました．

ࣸਅ �ɹ�'MJOEFST େֶߏ಺ͷ༷ࢠɽ
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３．訪問の内容

アデレードは，西側の St. Vincent 湾と東側の Mt. Lofty

山脈に挟まれ，海岸から丘陵部にかけて広がる海岸平野

に位置する都市です．Flinders 大学は市の中心部から車で

20–30 分程度の郊外に立地しており，都市部や沿岸部を

見渡すことのできる自然豊かな丘の上に広大なキャンパス

が広がっています（写真 1）．訪問した 10 月後半の気候は，

日本の初夏のような陽気で日中は 25°C を超える日もあ

りましたが，朝晩は 10°C 以下となり 1 日の気温差が大

きく感じました．

初日の 23 日には，まず今回の訪問を受け入れていただ

いた Andrew Love 准教授の研究室を訪ねました．Love 准

教授は，これまでに大鑽井盆地など大規模な帯水層におけ

る数十万年オーダーの地下水年代測定を実施しているほか

（Love et al. , 2000），オーストラリア南部沿岸の地下水流

動系と海水準変動との関係（Love et al. , 1994）などの課題

にも取り組んでいます．筆者は，筑波大学在籍時に Love

准教授との共同研究に参加したことがありますが，それ以

降に筆者が公表した論文の概要や，産総研において現在取

り組んでいる研究内容について紹介しました．また，この

日は Adrian Werner 教授の研究グループのセミナーを聴

講する機会もありました．Werner 教授は，主に水資源管

理の観点から塩水侵入プロセスなどを含む沿岸域の地下水

研究に取り組んでいます（Werner et al. , 2013）．Werner

教授は不在でしたが，海岸の湧水，海底地下水湧出，塩水

侵入など，沿岸域での水や物質の動態をテーマとしている

学生が多く，アデレード近郊の沿岸部がそのフィールドと

しても恵まれている印象を持ちました．

24 日 に は，Adrian Costar 氏（Senior Hydrogeologist at  

the Department of Environment, Water and Natural 

Resources, Government of South Australia）を交えて，Love 

准教授らと進めている州政府の研究プロジェクトについて

のミーティングに参加する機会がありました．このプロ

ジェクトは，州北部の APY Lands と呼ばれる先住民居住

地域における地下水資源の調査に関するものでしたが，地

下水涵養が非常に少ない乾燥地における地下水流動系の把

握について，シミュレーション・採水調査の両面からの議

論がありました．訪問の主目的のテーマとは別になります

が，乾燥地における涵養域・流出域の把握に関して，筆者

も若い地下水の年代トレーサーの面から手法の提案を行

い，個別テーマとしての共同研究の実施可能性について検

討しました．

25 日には，Love 准教授と Costar 氏の案内で，アデレー

ド地域の地下水の主要な涵養域となっている Mt. Lofty 山

脈や，地下水の流出域である海岸部の湧水を見学しまし

た．沿岸部では，地名に spring と付く場所が周囲よりも

湿地性で植生が集中している様子や，塩分濃度の低い水が

海岸で湧出している様子が確認できました．また，移動中

には河川をいくつか目にしましたが，恒常河川はほとんど

ないということでした．

26 日には，臨時のセミナーの機会を設けていただきま

した（写真 2）．ここでは，広島平野沿岸域と上北平野に

おける地下水の同位体水文学的データを紹介し，気候変

動に伴う海水準変動を踏まえた地下水流動系変化の解釈

について説明しました．広島平野沿岸域の事例（Tosaki et 

al. , 2017）では，比較的若い塩水の指標として 36Cl を用い

ていますが，一般的な利用法（古い地下水の年代測定）と
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は異なることもあり，原理や前提条件に関する質問が主体

でした．セミナー後には Werner 教授と議論する機会があ

り，長期間の地下水流動のモデリングには，地形の変遷を

適切に組み込む必要があり非常に難しいとのコメントがあ

りました．一方で，過去に遡る同位体的手法と，現在や将

来のスナップショットを見ることのできる水理学的手法は

併せて行うべきとの指摘もあり，シミュレーションが専門

のポスドクの方とも必要となるデータの入手可能性などに

ついて話しました．また，上北平野の事例では，非常に古

い塩水が残留しているものと解釈していますが，Love 准

教授からは別の年代トレーサーの適用について提案があ

り，共同研究としての実現可能性も含めて議論しました．

最終日の 27 日には，水文学関係の輪読会に参加する機

会がありました．不飽和帯の水移動に関する土壌物理学的

な内容でしたが，学生だけでなく教員や名誉教授の先生も

含めて全員が理解できるまで議論していたのが印象的でし

た．また，前日のセミナーでの発表内容について学生やポ

スドクの方と補足的な議論を行ったほか，以前に Love 准

教授らと実施した共同研究の論文執筆状況についても打ち

合わせを行いました．

４．おわりに

今回の訪問では，多くの研究者と議論する機会が得られ

（写真 3，写真 4），沿岸域の地下水に限らず幅広く今後の

ࣸਅ 3ɹେֶ಺ʹઃஔ͞Ε͍ͯΔ/BUJPOBM�$FOUSF�GPS�(SPVOEXBUFS�3FTFBSDI�BOE�5SBJOJOH ͷલʹͯɽ
ɹɹɹɹʢ͔ࠨΒ -PWF ।ڭतɼචऀɼ"ESJBO�$PTUBS ɼ:VFRJOH�9JFࢯ ത࢜ʣʢࣸਅఏڙɿ'JPOB�"EBNTPO ʣࢯ

研究の可能性を探ることができました．また，将来的な在

外研究の受け入れ可能性についても，Love 准教授から前

向きな返事とアドバイスをいただきました．今後の研究活

動を進める中で，今回の訪問で得たつながりやアイディア

を活かしていきたいと思います．

謝辞 : 今回の訪問では，事前の相談から滞在期間中のスケ

ジューリングまで，Andrew Love 准教授に大変お世話に

なりました．また，今回の地質調査総合センターの廣川研

究助成事業により実現することができました．関係者の皆

様に御礼申し上げます．

ࣸਅ ��ɹֶݟʹग़ͨԊ؛෦ʹͯɽʢ͔ࠨΒචऀɼ-PWF ।ڭतʣ
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小森省吾 1）

１．はじめに

私達は，国内外の様々な種類の地圏資源環境を利用・管

理することでその恩恵を受けている．我が国では，石油・

鉱物資源の多くを海外から輸入しており，海外での資源調

査・開発・採掘がそれらの供給を支えている．近年では，

資源の安定的な確保・供給の観点から，領海・排他的経済

水域内における海底熱水鉱床・メタンハイドレート等にも

注目が集まっている．また，日本国内での再生可能エネル

ギーの利用促進に絡み，火山・地熱地域における地熱ポテ

ンシャルの評価が求められている．さらに，地下水資源の

分布は，土壌汚染域のモニタリング・地層処分サイト周辺

の岩盤の安定性把握に重要な鍵を握る．

こうした各種資源の分布把握を目的とした物理探査デー

タ及び地下構造解析の重要性が増している中，人工ソー

スを用いた電磁探査手法，特に空中電磁探査は，その適

用が世界的に拡大しつつある技術の１つである．また，IP

（誘導分極）法電気探査も，金属鉱物資源探査や地下水流

動域・汚染域の把握のために利用されている．これらの探

査手法やデータ解析技術の開発は，特に欧米の大学・研究

機関を中心に精力的になされており，SkyTEM （デンマー

ク），VTEM （カナダ）といった空中電磁探査装置，Syscal 

Pro （フランス），ABEM TERRAMETER （スウェーデン）と

いった IP 探査装置，Aarhus Workbench （デンマーク），

pyGIMLi （ドイツ）といった解析ソフトウェアが，最新技

術を取り入れながら，お互い競い合うようにリリースされ

ている．日本においても，こうした欧米における探査・解

析技術の最新動向を常に把握し，理解することは，国内に

おける物理探査ニーズに十分応えることのできる調査技術

の向上や，日本発の物理探査技術の創出につなげてゆくた

めの手がかりとして非常に重要であると考える． 

こうした背景を踏まえ，著者は Near Surface Geoscience  

Conference & Exhibition 2017 に参加し，最新技術の動向

を調査するとともに，自身の研究について発表を行ったの

でここに報告する．

　
キーワード：廣川研究助成事業，電気・電磁探査，Near Surface Geoscience Conference & Exhibition 2017１）産総研 地質調査総合センター　地圏資源環境研究部門

平成 29 年度廣川研究助成事業報告（３）
Near Surface Geoscience Conference & Exhibition 

2017 参加報告

２. �Near Surface Geoscience Conference & Exhibition 
2017 参加報告

本学会はヨーロッパ物理探査学会 （European Association 

of Geoscientist and Engineers， EAGE）主催の国際学会で，

2017 年 9 月 3 日～ 7 日の日程でスウェーデン・マルメ

にて開催された（写真 1，2）．開催地の近隣には Lund 大

学，橋を渡れば国境を越え隣国デンマークの Aarhus 大学

写真 1　学会会場周辺．北欧らしい落ち着いた佇まいの中にある．

写真 2　学会会場内．500 名近い出席者が一堂に会した．
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があり，いずれも欧州の電磁・電気探査技術開発を牽引し

ている．本学会は，3 つの学会を同時開催するのが特徴で，

今回は地圏資源環境の利用・保全のための研究開発を取り

扱う“Environmental and Engineering Geophysics”，空中 

電 磁 探 査 技 術 を 取 り 扱 う “Airborne Electromagnetics 

Conference”，持続可能なエネルギー利用についてのトピッ

クを取り扱う“Sustainable Earth Sciences Conference”が

開催された．全部で 228 件の発表が行われたが，そのう

ち，電気・電磁探査に関する研究は 86 件にも上り，いか

に電気・電磁気研究が欧州で活発に行われているかがうか

がえる．

本研究分野における技術開発が盛んな背景には，石油・

金属鉱物資源開発のための物理探査という側面ももちろん

あるが，その他に欧州特有の事情がある．欧州では，地下

水を生活用水に利用することが多く，現在ほど環境規制の

強くなかった時代に地中に埋設された産業および生活廃棄

物や天然の地層（例えば black shale），工場から漏洩・拡

散する重金属やヒ素といった有害物質からいかに都市の水

資源を守るかが特に重要なタスクとして位置づけられてい

る．また，日本と同様に，地層処分に伴う岩盤安定性の 

評価も水資源の保全に直結する問題として重要視されてい

る．

講演では，IP 法電気探査・空中電磁探査技術ともに，

データ解析技術の開発・フィールド調査に関する研究発

表が中心であった．IP 法電気探査に関しては，より複雑

な地形・構造を考慮するため，非構造格子を利用した地下

構造のモデリングが現在のトレンドとなっているようで

ある．また，近年研究者の間で普及が進んでいるフリーの 

プログラミング言語 "Python" を利用した逆解析システム

の構築に関する研究発表も見られた．

IP 法電気探査のフィールド適用に関しては，廃棄物の

埋め立て処分場において，時間領域 IP 法とスペクトル IP

法のそれぞれでデータを取得し，解析した結果の比較が紹

介されていた．スペクトル IP 法は複数の周波数帯域の交

流電流を送信することで，地層中の IP 異常の大小を電位

波形と電流波形の位相差の周波数依存性として詳細に把握

することができる反面，EM カップリングやケーブル間の

カップリングがノイズとなり，高周波帯域のデータを解析

に利用することが困難であること，低周波域のデータ取得

に非常に時間がかかることが問題である．一方，時間領域

IP 法は直流電流を用い，一定時間通電後に電流を遮断す

ることで，計測する電位差の時間減衰の緩急から，地層中

の IP 異常の大小を把握する手法で，短時間で計測が可能

な上に電気的ノイズを受けにくいが，IP 異常の周波数依

存性は直接的に分からず，解像度に欠けるのが問題であっ

た．しかしながら，近年の解析技術の進展に伴い，時間

領域 IP 法のデータを用いて地下の IP 異常の周波数依存性

を推定するための逆解析手法が開発され（Fiandaca et al. , 

2016），本手法を用いることでスペクトル IP 法と同等レ

ベルの調査・構造解析が時間領域 IP 法によっても実現可

能であることが明瞭に示された．

ちなみに著者は，本学会において，沖縄県沖合での海底

熱水鉱床掘削（戦略的イノベーション創造プログラム「次

世代海洋資源調査技術」）で実施した，鉱床を構成する堆

積層の IP 特性計測についての研究成果発表（Komori et al. , 

2017）を行った（写真 3）．本研究では，掘削試料の比抵

写真 3　著者のポスター発表時の様子．
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廣川研究助成報告（３）Near Surface Geoscience Conference & Exhibition 2017 参加報告

抗・IP 特性やその他の物理的特性について，詳細な深さ

方向のプロファイルを取得している．高温の熱水により今

まさに形成されつつある硫化鉱床の物性を明らかにした点

で貴重なデータセットであるとのコメントの他，データ取

得の詳細や解析結果の妥当性についての質問を受け，今後

の研究の見通し・方針について，改めて整理することがで

きた．

空中電磁探査のデータ解析技術開発に関しては大学が中

心となって取り組んでおり，莫大なデータ量を取り扱わね

ばならない中，構造の推定精度を保ちつつもいかに計算コ

ストを減らすかが重要な研究対象となっている．一方で，

探査機器を扱う企業は探査能力向上のための機器開発に野

心的に取り組んでおり，より軽量・小型で高出力な（発生

する磁気ダイポールモーメントが大きい）空中電磁探査装

置の紹介がなされていた．空中電磁探査は，短時間で圧倒

的に大量のデータを広範囲に取得できる反面，地上での小

規模調査と比較して調査に係る手続きが大変な上にトータ

ルコストもかかる．そのため，大規模なフィールド調査は

各国の地質調査所が中心となって実施しているケースが多

く，本学会でも，スウェーデン・ノルウェー・フランス・

ドイツ・アイルランド・デンマークの各地質調査所による

調査およびデータ整備の事例が発表されていた．

また，本学会では多くの探査機器・ソフトウェア開

発企業および調査機関のブースが出展しており，IRIS 

Instruments， ABEM，Aarhus GeoSoftware，Geological 

Survey of Sweden，Norwegian Geotechnical Institute， 

BRGM（Bureau de recherches géologiques et minières）

等のブースを訪問した（写真 4）．開催地の地元である

写真 4　企業展示の様子．全部で 35 の企業展示が盛況に行われた．

Geological Survey of Sweden はスウェーデンの地質図の

展示と共に，空中電磁・重力探査による比抵抗・重力分

布の成果を展示していた．また，デンマークの Aarhus 

GeoSoftware 社は Aarhus 大学の Hydrogeology Group が

開発したデータ解析ソフトウェアの販売元で，ソフトウェ

アパッケージ “Aarhus workbench”をリリースしている． 

これは，モジュール化された IP 法電気探査・地上での電

磁探査・空中電磁探査に関するデータプロセス・逆解析コー

ドを運用するための統合プラットフォームで，データや逆

解析結果を本プラットフォームに実装された GIS 上に表示

することも可能である．さらに，SkyTEM に限るものの空

中電磁探査の生データを研究者自身で詳細に取り扱うこと

が可能なモジュールも販売しており，非常に魅力的かつ実

用的なソフトウェアであると理解したと同時に，彼らの技

術力の高さを感じた．

３．おわりに

本学会の参加を通じ，欧州では，EU という共通の枠組

みの下，各大学・研究機関・企業の得意とする研究分野・

コア技術が互いの切磋琢磨の上にうまく発揮され，それら

が有機的に連携することでレベルの高い研究開発が継続的

になされている印象を受けた．また，国や大学−企業の垣

根を越えた研究人材の交流も豊富で，共同研究に結びつき

やすい素地があるのも，研究レベルの高さ・開発スピード

の速さにつながっているのではないかと考えられる．今

後は，本学会で得られた技術的な知見を活かした新しい電

気・電磁探査技術の研究開発を目指すと共に，日本におけ
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る物理探査技術開発の拠点として，産総研がどのように機

能し，企業・大学と連携していけるかといった点について
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１．はじめに

本研修は，募集特定寄附金 GeoBank によるジオスクー

ル事業の一環として，産総研地質人材育成コンソーシアム

に参加する企業・大学等の会員と連携して産総研地質調査

総合センターが実施する事業のひとつで，2017 年度から

開催しています．ルートマップを書いたことがあっても地

質図を書いた経験がない．岩石の見方に不安がある．あ

るいは，地質調査の基本となる踏査経験がほとんどない． 

そういった初心者の方々を対象に，露頭観察からまとめ

まで，地質図を作成するための基本的事項を 4 泊 5 日

の研修で習得することを目指して企画されました．募集

人員は 6 名までとしていますが，これは講師が研修生 1

人 1 人に丁寧に指導するためです． 研修修了者は技術士

の継続的な再教育プログラムとしての CPD（Continuing 

Professional Development） 制度に則って 40 単位が認定

されます．

これに似た研修として知られているのが，地質関連

会社の主に若手技術者を対象にした 4 泊 5 日の「地質

の調査研修」です．これは，地学情報サービス（株）が

主催（管理・運営）し，地質調査総合センターの徳橋秀

一氏ほか多くの方々を講師として，主として房総半島

中部に分布する安
あ わ

房層群上部の安
あ ん の

野層・清
きよすみ

澄層・天
あ ま つ

津

層を対象に 2007 年から 2011 年まで実施されました． 

2012 年からは日本地質学会がこれを引き継ぎました

が，事業見直しにともない，2016 年をもって中止する

ことが決まりました（

　2018 年 9 月 5 日　 確 認 ）．2018 年

から始まった本研修はその後継版とも言えるかもしれま

せん．ただ，実施母体は産総研地質調査総合センターが 

運営する地質人材育成コンソーシアムに代わりました．ま

た，経費はコンソーシアム会員が負担し，産総研募集特定

寄附金 GeoBank の補助を得て研修内容も会員の要望と受

講者のレベルに合わせて対応することになっています．今

回は特に企業の地質初心者を対象としていますが，今秋に

は卒論等で地質図を描いたことがある初級者を対象とした

研修プログラムを組む予定です．

　
キーワード：研修，地質調査，層序，岩相対比，層理，流理，堆積構造，流痕，断層，褶曲１）産総研 地質調査総合センター地質情報研究部門

2018 年度春期地質調査研修報告

２. 研修内容

今回の研修は島根県出雲市で開かれました．研修生は，

遠くは札幌から，近くは広島から来た 6 名（内，女性 1 名）

です．講師の鹿野と村岡の指導の下，日中は出雲市の長尾

鼻周辺（小
こ い づ

伊津海岸）において野外調査を実習し，夜は出

雲市駅に近い宿泊先のホテルで野外調査と地質図作成に必

要な知識と技術を学びました．

実習地の小伊津海岸には砂岩泥岩互層（タービダイト）

を主体とする中期中新世の牛
うしきりそう

切層が北側（日本海側）に

40-50º 傾斜し，東北東 - 西南西方向に延びた海岸にほぼ

平行な走向をもって露出しており，地層の連続性とその姿

勢の安定性を目視できます（第 1 図）．個々の砂岩泥岩互

層は堆積間隙を示す明瞭な層理面で区切られていて，その

内部には正級化と逆級化，平行葉理と斜交葉理，流痕と

荷重痕，層内褶曲，偽礫など様々な堆積構造も観察できま

す．したがって，初心者でもそれとわかれば，１）層理面

などの面構造や流痕などの線構造の姿勢の決め方や，２）

地層の上下関係の判別の仕方，３）単一の，あるいは複数

の流動堆積単位を堆積学的特徴に着目して対比する方法を

容易に習得できるようルートを設定しました．ある程度の

予備知識があれば，層内褶曲を観察することで，褶曲の形

態や褶曲形成に伴う断層のセンスなども判断できるように

なるかもしれません．また，小伊津海岸の入り江となって

いる三
み つ

津と小伊津の道路や，周辺の小さな沢に沿って露頭

を探して歩くと，砂岩泥岩互層が下位の前期 - 中期中新世

成
じょうそうじ

相寺層を構成する黒色泥岩から漸移し，側方にも岩相が

変化する様子や，砂岩泥岩互層に貫入するはんれい岩シル

の貫入面も観察でき，層序関係や地層境界を決める上での

観察すべき事柄を学ぶこともできます．なお，実習地付近

の層序は，鹿野・中野（1986）に詳しく述べられています．

本研修では，小伊津海岸に露出するこれら地層・岩体の

特徴を生かして，面構造の走向傾斜と線構造のトレンド・

プランジの測定，岩石の見分け方の初歩，ルートマップ作

成の基本，露頭記載（位置，岩相層序，構造…）の仕方など，

野外地質調査に必要な技術を習得します．また，初心者に

とってはむずかしいのですが，牛切層の砂岩泥岩互層の始

http://www.geosociety.jp/engineer/content0048.html
http://www.geosociety.jp/engineer/content0048.html
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まりと考えられる厚い砂岩層や，砂岩及び凝灰岩に貫入し

たはんれい岩，成相寺層の黒色泥岩と指交する複数の流紋

岩火砕岩の露頭を探して地形図上にそれぞれの分布を描く

作業を通して野外調査から地質図作成までのプロセスとそ

の問題点について理解を深めることができます．実施した

日々の研修内容は以下の通りです．

5 月 28 日（月）　宿泊先のホテルに集合して点呼を受けた

後，13 時 30 分にレンタカーで出発して野外実習地の小

伊津海岸へ移動しました．現地では，まず，実習中の注意

事項と実習地の地質の概要説明を聞き，引き続いて海岸沿

いに露出する中期中新世牛切層を構成する砂岩泥岩互層と

これに貫入するはんれい岩シルの露頭を観察しました（第

2 図，第 3 図）．その後，地層の層理面とシルの流理面が

なす走向傾斜の測定法の手ほどきを受けて実習しました

ୈ 1ਤɹ�খҏ௡ւ؛ʹ࿐ग़͢Δ࠭ؠటޓؠ૚ɽ
ઢʹԊͬͯԆͼ͓ͯ؛͸ւؠటؠ࠭
Γɼւ؛ʹ໘͢Δࢁʑͷࣼ໘ʹ΄΅
ฏ͍ͯࣼ͠܏ʹߦ·͢ɽ

（第 3 図）．17 時にホテルに戻り，夕食をすませた後，19

時から 21 時までは，地質調査及び地質図学の基礎的事項

に関する講義を受けました．

5 月 29 日（火）　9 時から 16 時半まで野外実習．午前中

は，海岸に露出する砂岩泥岩互層を観察して地質柱状図を

作成（第 4 図）．午後は，午前中に作成した柱状図を手に，

観察した露頭とその走向の延長上にある対岸の露頭で対比

可能な層準を特定する作業に挑んだ後，はんれい岩の分布

を調査しました．17 時にホテルに戻り，19 時から 21 時

までは，地質調査に要する基本的事項を学んだ後，柱状図

など調査データを整理しました．

5 月 30 日（水）　午前中は，前日に判然としなかった岩相

対比をやり直した後，海岸沿いの道路でルートマップを 

ୈ 2ਤɹࡾ�௡ߓړʹ࿐ग़͢Δ࠭ؠటޓؠ૚ʢࣸਅӈԼʣͱɼͦͷ૚ཧ
໘ʹ΄΅ฏߦʹ؏ೖ͢Δཻࡉ͸ΜΕ͍ؠʢࣸਅ্ࠨʣɽ�

ୈ �ਤɹ�地૚ͷ૸ࣼ܏޲ଌఆ࣮शʢ௕ඌඓ෇ۙʣɽམੴͷڪΕ͕͋Δ
ͷͰϔϧϝοτΛண༻͍ͯ͠·͢ɽ
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作成しました（第5図）．その後，昼食を挟んで夕方までは，

はんれい岩や砂岩泥岩互層下位の黒色泥岩に挟在する厚い

砂岩と礫岩，そして流紋岩火砕岩の分布を追跡しました（第

6 図，第 7 図）．17 時にホテルに戻った後，19 時から 21

時までは，地質図作成に関わる基本的事項を学んだ後，確

認した露頭での地層・岩体の岩相と走向傾斜などを地形図

に記入し，岩相分布を試行錯誤しながら予測する作業に 

取り組みました．

5 月 31 日（木）　日中は，前日に引き続いて，砂岩泥岩互

層下位の黒色泥岩に挟在する厚い砂岩と礫岩，そして酸性

火砕岩の分布を追跡しました．その過程で，砂岩泥岩互層

の堆積構造や滑動したブロックと地山との違いも観察でき

ました（第 8 図，第 9 図）．17 時にホテルに戻った後，18

時から 20 時までは，露頭で観察した岩相，走向傾斜など

を地形図に記入し，試行錯誤しながら側方に連続する岩相

分布図の作成に挑みました．

6 月 1 日（金）　午前中は，前日まで観察した地層・岩体

の特徴的な岩相と層序，分布を現地で確認しました．午後

は，逆転した砂岩泥岩互層の堆積構造を観察して地層の上

下判定を試みました（第 10 図）．また，牛切層中にあって

圧密と変質を受けた軽石凝灰角礫岩 / 火山礫凝灰岩（グリ

ーンタフ）を観察し，岩相を判別する難しさを体験しまし

た（第 11 図）．この後，ホテルに戻って解散しました．

本研修に参加した 6 名の内，4 名は地質学を学んだこと

はなく，残りの 2 名も地質図を作成することを目的とし

た調査は経験したことがありません．そのためか最初のう

ちは戸惑った様子でしたが，慣れるにつれて新しいことに

触れることが楽しくなったようです．そこで，座学の時間

にそれまで観察してきた岩石種もしくは岩相とその露頭位

置からその分布を地形図上に描いて次に調査すべき場所を

絞り，翌日にその場所を訪れて確認しながら岩相分布図

（地質図）を作成する作業にも取り組むことにしたのです
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が，初心者にそこまでは無理だったようで，思い通りには

進まなかったようです．

研修最終日には，実習で観察した牛切層と，その下位の

成相寺層の岩相から読み取れる地史（日本海形成時のリフ

ティングと西南日本の隆起）を説明し，改めて牛切層と成

相寺層，これらの地層が形成されたときに噴出したグリー

ンタフの露頭を巡って観察してもらいました．これは研修

生の地質学に対する関心を少しでもつなぎ止める試みです

が，はたしてこの思いは通じたでしょうか．

３．おわりに

野外地質調査に基づいて地質図を作成するには，岩石の

種類や岩相を識別しそれらの時間的空間的分布を把握しな

ければなりません．そのためには，地質学の基本的科目を

学習しておく必要があります．種々の調査技術を学び体験

を積み重ねる必要もあります．本研修は研修期間が短く，

研修生はあくまでも野外調査や地質図作成のプロセスを 

垣間見たにすぎません．研修生の経験や知識も様々で， 

研修内容がうまく伝わっているかどうか確信できない面も

あります．それでも，本研修を通して自ら学びとっていく，

あるいは，野外調査の確からしさを考えつつ地質図から 

情報を読み取る助けとなるよう，研修内容は見直していく

つもりです．このため，研修生や，研修生を送り出して 

下さっている企業等からご意見ご要望をいただきたく， 

関係各位の御理解御協力をお願い致します．

文　献

鹿野和彦・中野　俊（1986）　 恵曇地域の地質．地域地

質研究報告（5 万分の 1 地質図幅），30p，地質調査所．

ୈ 11 ਤɹڇ�੾૚ͷւఈՐٰࡅஅ໘ʢழ໨ւ؛ʣɽϨϯζঢ়ʹѹີ͞Ε
ͨણҡঢ়ܰੴϒϩοΫ͕Րࢁփج質ʹ఺͍ͯ͠ࡏ·͢ɽ
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１．はじめに

地質標本館では個人のお客様，あるいは団体のお客様に

はその代表の方に記帳していただき，来館者数を数えてい

ます．2005 年 4 月からは，アンケートを開始し，お客様

の声をお聞きできるようにしました (吉田，2006)．アン

ケートは匿名で，質問に答えていただく部分と，自由に感

想・意見を記述する部分からなっております．このアンケー

トにより，多くの貴重なご意見を拝聴することができてお

ります．厚くお礼申し上げます．

これまでのアンケートは詳細版として，地質情報基盤 

キーワード：地質標本館，来館者，アンケート，2017 年度１）産総研 地質調査総合センター地質情報研究部門
２）産総研 地質調査総合センター地質情報基盤センター

地質標本館来館者アンケート結果概報 （2017�年度）

センター (2016a, 2016b,2017) として公開されていま

すが，こちらは長文のため，概報として森尻ほか (2015，

2016， 2017) が公表されております．今回も 2017 年度

のアンケートデータを使って，概報として報告いたします．

アンケート結果を提示する前に，最近 10 年の年ごとの

来館者数を第 1 図に示します．森尻ほか (2015) でも指

摘されていましたが，東日本大震災 (2011 年) の前まで

は来館者数はゆるやかな増加傾向にありました．ところが，

2011 年度に大きな落ち込みがあり，その後，2014 年に

底をうって再度，増加傾向になりますが，まだ，2010 年

度の水準までは達しておりません．第 1 図の地域別の来
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館者数のグラフを見ると，2011 年には，つくば市以外の

県内 ( 以下，県内 ) 及び他県のお客様の来館が劇的に減少

しています．2011 年以降は，それ以前には多かった県内

のお客様の来館数が復旧するのではなくて，もっぱら，都

内や他県のお客様の増加により，来館者数は増加していま

す．これは圏央道 ( 首都圏中央連絡自動車道 ) の開通もあ

る程度，寄与しているかもしれません．たとえば，2014 

年 4 月に千葉県北部から圏央道がつながりました (稲敷

IC ～神崎 IC 間が開通 ) し，2017 年 2 月に圏央道が千葉

県北部から神奈川県にわたって連結し (境古河 IC ～つく

ば中央 IC 間が開通)，つくば市へのアクセスが格段によく

なりました．

次に月別の来館者数を第 2 図に示します．7 月～ 8 月

の夏休み期間中の大幅な増加が認められます．これは
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2015 年度，2016 年度についても同傾向で，森尻ほか

(2017) が指摘するように学校等の夏休みと関係していま

す．たとえば，2017 年度の 8 月の来館者総数は 10,161 

人に上ります．8 月の開館日は 27 日なので，1 日平均で

376 人 ( 最大は 8 月 12 日 の 571 人 ) が来館されたこと

になります．夏休みにつくば市が主催する「つくばちびっ

子博士」のスタンプラリー見学施設に指定されており，そ

のことも増加に寄与していると考えられます．また，7 月

は「家庭」の項目が「小学校」より随分多く，家族連れで

来館されているのに対して，8 月は「家庭」と「小学校」

がほぼ比肩していることから，8 月は (おそらく近隣の) 小

学生が子どもだけで来館されている様子が想像されます．

　

２. アンケートの方法

アンケートの形態は 2016 年に大きく改訂されました

(森尻ほか，2017)．項目数が増えましたが ( 第 1 表 )，

それ以外にも配布体制が変更されています．現行では，高

校生以上の団体の場合，1 人づつアンケート用紙を配布し

ております．回答箱に投函いただいたアンケートは谷島・

朝川により定常的に整理・集計されています．

2017 年度分のアンケートは 2,602 通の回答をいただき

ました．昨年度 (2016 年度 ) の 4,494 通と比較すると少

ないですが，2012–2015 年度は 2,300–2,700 通なので

平年並と言えるかもしれません．

これまでの報告でも指摘されているように ( 例えば地質

情報基盤センター，2016a)，アンケートには限界があり

ます．アンケートに回答されなかった方のご意見は決して

アンケート集計には反映されませんし ( 例えば Weinberg，

1986)，アンケートにご記入いただいたとしても，そこに

書いたことが「本当」かどうかも確証はありません．これ

はウソを書くという意味ではなく，その時に漠然と思った

ことと，後で思い返してみて思うことが異なることもあり

ます．自分の考えを表現する文言が適切ではなく，思って

いたことと違った意味で伝わってしまうこともあるからで

す ( たとえば Satir， 1988)．また，「宇宙人の展示を希望

します」といった当館の方針・社会的使命と必ずしも合致

しないご意見を頂戴することもあります．それでもアン

ケートは来館者の直接的なメッセージであり，来館者の情

報を得る上で重要なツールであると考えています．

具体的な結果のまえに回答率について触れます．第 3 

図には受付が集計した地域ごとの割合 ( 数字は実数 ) とア

ンケートの回答を集計した割合とを比較しています．まず，

受付集計の総数 N( 来館者数 ) と回答集計の総数 N( 回答

数 ) を比べると，約 4.7 万人に対して 2.6 千人と 5.6 % の

回答率であることがわかります．また，来館者の方からラ

ンダムに回答される理想状態であれば，上の受付集計と下

の回答集計の比率は同じになる筈ですが，果して，大きく

違うことがわかります．この場合，他県の方の回答率が高

く，つくば市内の方はあまり回答されていないことがわか

ります．これはリピーターの方など，改めて回答する必要

を感じていないからかもしれません．

３．アンケート結果

３. 1 　地質標本館についての満足度
アンケートでは最初に地質標本館についての満足度をお

伺いしています．来館いただいて満足されたかどうか ( 第

1 表の 1)，及び，また来館したいと思うかどうか ( 第 1 

表の 2)，併せて質問しています．結果を第 4 図に示しま

す．特別展の会期ごとに集計しましたが，期間 ( 第 2 表 ) 

の長さが違うために，そのままでは特別展どうしを比較す

ることができないので，規格化のため，回答数を開催日数

で除し，縦軸を 1 日あたりの回答数で表示しています．た

とえば，ピカイチ研究では 1 日あたり 10 通の回答があり，

そのうち，満足が 8 通弱，やや満足が 2 通程度，やや不満

足・不満足が小数点以下の回答があった，ということにな

ります．結果を総覧すると，満足度についてはあまりバラ

つきもなく概ね満足いただいていることがわかります．

３. ２　来館者の特徴
続くアンケート ( 第 1 表の 3-5) ではご来館された方

の性別・年齢・お住まいをお伺いしています．性別比は

男：女でおおよそ 8：5 となっており，年齢 ( 世代 ) とお

住まい ( 地域 ) の分布は第 5 図のような結果になりまし

た．こちらも特別展ごとに区切って集計しています．地

域性としては，平均的には県外の方の回答数が多く，来

館者とは別に，回答者としては県外の方の寄与が大きい

ことがわかります．その中でも夏展ではつくば市内の寄

与が大きいのは夏休みで家族連れの方が多く回答された

のかもしれません．また，参考のため，来館者の地域を

特別展ごとに集計したグラフを第 5 図下段に示していま

す．これは第 2 図中段を特別展の期間ごと ( 第 2 表 ) に

集計し，開催日数で除すことで規格化したものです．これ

を見ると夏展期間中の来館者がとび抜けて多く，平均値

を大きく押し上げていることがわかります．また，特別

展「ピカイチ研究」の時期は春休みということもあり，来

館者が多めですが，それでも平均程度に留まっています． 
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回答者を世代別にみると 40 代の方が通年で平均して，や

や多いことがわかります．この 40 代は夏展のときに大き

な比率を占めており，前述の家族連れと関係しているの

かもしれません．一方で 18 歳以下は季節により，かなり

バラつくことがわかります．50 代は，季節によらずアン

ケートに回答しています．

３. ３　来館のきっかけ
地質標本館で開催される特別展やイベントは地質標本館

のウェブサイトや産総研公式ツイッターで公知していま

す．ポスターは館の大型プロッターで出力して，つくばエ

キスポセンターなどの展示施設で掲示をお願いしていま

す．チラシはポスターとほぼ同じ原稿データで A4 サイズ
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に出力し，近隣の学校や地域センター ( 公民館 ) に配布し

ています．また，プロジェクションマッピングによる日本

列島立体大型地質図については 2018 年 3 月に改修した

新展示で多数の新聞取材があり，記事として掲載されてい

ます．アンケートではどのようなきっかけで地質標本館に

ご来館いただいたのか複数回答可としてお尋ねしています

が ( 第 1 表の 6)，その結果 ( 第 6 図 ) を見ると，ウェブ

サイトも含めた，インターネットの寄与が大きいことがわ

かります．安定して，一定量を占めているのが知人の紹

介で，口コミが重要なことを窺わせます．なお，自由記述

や地質標本館への問い合わせの項目では，メールマガジン

などで定期的にイベントを連絡してほしいという要望をい

ただいています．地質標本館としては，メールマガジンに 

代わるものとして産総研公式ツイッターがありますので，

ツイッターをご利用の方はフォローしていただければ，と

思います．
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３. ４　興味をもった展示テーマ
次に，興味をもった展示テーマを質問しています ( 第 1 

表の 7)．質問は，7 つのキーワードを提示して，それら

の選択か，あるいはその他として自由記述する形式になっ

ています．回答は，GSJ 技術資料集 ( 地質情報基盤セン

ター，2016a，2016b，2017) にならって分類していま

す．そのため，質問に項目化されているキーワードは多数

選択され，そうでないキーワードは極端に少なくなってし

まいます．第 7 図では両軸グラフとし，少数意見も埋没

されないようにしました．これを見ると，鉱物がトップで

差をあけて化石・現生生物，地震・活断層，岩石・砂，地

質学一般となります．この傾向は，2015 年 ( 森尻ほか，

2016）や 2016 年（森尻ほか，2017）とほぼ同じですが，

年ごとにバラつきも見られ，2015 年は火山がトップです

が，2016 年は地震と鉱物がトップでした．今回，鉱物が

トップだったことは夏展のテーマが鉱物だったことと関係

しているのでしょう．

なお，2007–2014 年度では分析のキーワードが大雑把

で，2015 年以降と比較可能なデータセットではありませ

んが，全般として鉱物，化石，恐竜，火山への関心が高い

傾向を示し，地震関係を除くと現在と似た傾向にあるこ

とがわかります ( 森尻ほか，2015)．年次変化を見ていく

と，地震への関心は 2011 年から，資源への関心は 2012 

年から高まっていることが示されています( 森尻ほか，

2015)．大地震や鉱物資源・燃料資源など社会的な動向と

の関係があるのかもしれません．

３. ５　展示物・施設・解説サービスなどの諸項目について
2016 年 7 月以降，アンケートを改訂し，展示物・施設・

解説サービスなどの諸項目についての質問を追加しまし

た．それぞれ 4 段階評価で答えていただくようにしてい

ます．集計結果は第 8 図の通りですが，受付の対応を筆

頭に，概ね満足いただけているようです．自由記述欄でも

来館者の体調不良時など，受付の対応が好評のようです．

ただ，自由記述欄としては室温が暑い・寒いといったコメ

ントをいただいております．気をつけて調整しております

が感じ方には個人差もあり，万人にとって快適な環境を実

現することは，難しいと感じています．「展示の仕方」「機

器の使い勝手」は評価が若干低めですが，自由記述欄に，

展示説明が乏しい・専門的すぎる，難しい，あるいは，展

示物の高さやガラスの反射で見づらい，展示が古いものが

ある，などと書かれていることと関係しているようです．

なお，解説サービスは，解説案内・QR コード，クイズ

によって来館者に展示をよりよく理解していただくための

サービスですが，アンケートは，これらのサービスをご利

用した方のみの回答ですので，回答総数としては少ないも

のになっております．QR コードについてはやや満足度が

他より低い傾向にありますが，自由記述の部分を参照する

と，QR コード関係の苦情が多く書いてあります．これは

QR コードの表示システムが館内 Wi-Fi に閉じており，ご

自身のスマートフォンでの利用がスムースにいかない場

合がある (個別にネットワーク接続する必要 )，インター

ネット上では利用できず，QR コード解説をあとから(自

宅などで) 閲覧できないことと関係しているようです．こ

れについては公衆 Wi-Fi 化がひとつの解決になりそうです

が，セキュリティ等の問題・対応などで実現には至って 

おりません．クイズも評価が若干低めですが，自由記述を

見ると，クイズの難易度が高い，白黒で見づらいことと関

係しているようです．後者については，現在は高精度化し

たプリントに変更し，新作クイズの順次カラー化を進めて
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第7図
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います．

３. ６　その他，ご意見・ご要望など
最後の自由記述欄では，ご意見・ご要望を伺っています．

寄せていただいた多様な意見は，運営の参考として活用し

ております．その中で，特徴的な意見をいくつか紹介しま

す．

（1）�入構手続きが繁雑：例年，ある程度の数が寄せられて

いる意見ですが，研究所のセキュリティ上，簡素化は難し

いところです．関連して，構内での地質標本館の位置がわ

かりにくいという指摘もありました．

（2）�トイレが少ない：50 人くらいの中・高校生団体が来

館されると確かに混雑いたします．厚生労働省の事務所衛

生基準規則によれば男性のみなら 120 人，女性のみなら

60 人を想定した設置数となっております．また，1 階に

多目的トイレも新設されております．2 階にない，という

ご指摘もございました．館内，広くはありませんし，エレ

ベータもありますので現状では 1 階のトイレで対応して

いただいております．

（3）�順路がわからない．逆順にまわってしまった：ご

来館の際にお渡ししているパンフレットに順路が書い

てあり，また，館内にも矢印で順路を示しております

が，実は順路は，あまり重要ではありません．自由に， 

どこから見学してもよいと考えています．逆順でも，まっ

たく問題ありませんし，どのテーマから見ていただいても，

それぞれお楽しみいただけると思います．それは地質学は

総合の学であり，同時に個別の学であることと関係してい

るかもしれません．また，館の構造も単純なので，ホール

→第 1 展示室→第 2 展示室→第 3 展示室→第 4 展示室か，

逆順の，ホール→第 3 展示室→第 2 展示室→第 1 展示室

→第 4 展示室か，大きく分けて 2 パターンを想定してい

ますが，それぞれ楽しみ方は様々です．

（4） 館内が暗い．字が読みづらい （ 暗さと小ささ ）：博物

館（類似施設） として全体の展示の中で暗めになりがちで

すが，展示物や説明を見やすいようにスポット照明を増

設しています．また，字が読みづらい，についても今後，

QR コード説明などやガイドなどで詳しい説明を拡張・展

開していくことで改善を目指したいと思います．

（5）�ガイドブックがほしい．内容が専門的・子供には難し

かった：わかりやすい展示・解説を心掛けたいと思います．

触れる展示や，お子さん向けの展示なども整備・拡張を 

考えています．また，内容とは厳密には違いますが「ふり

がな」がほしいという要望もありました．地質学では模式

地名 ( 例：三波川変成岩）や用語（例：斑れい岩／斑糲岩）

に難読漢字が多く使われており，新しい展示では「ふりがな」

に十分配慮して制作しているところです．ガイドブックに

ついては現在，配布しておりませんが，2018 年 3 月の日

本列島立体地質図などの改修を反映したものを改訂する予

定です．

（6）�調整中で見られない／動かない・展示替え中の空スペ

ースが目立つ：軽微な故障はその都度修理していますが，

大きなところは順次改修しておりますので，お待ちいただ

ければ幸いです．また，展示替え中も空スペースにせず，

一時的な標本やパネルを展示しておくよう努力します．

（7）�グッズを増やしてほしい：グッズは大変好評で新作を

希望される声が多くあります．なお，鉱物や化石の販売を



248  �GSJ 地質ニュース�Vol.�7��No.�9（2018 年 9月）

௰໺΄͔

TUZINO Taqumi, YAJIMA Seiichi, ASAKAWA Nobuko, 
SHIMOKAWA, Koichi, SATOH Takashi, TAKAHASHI Makoto, 
SAKAI Akira, NAKAYAMA Atsushi,TSUNEKI Toshihiro, 
IGARASHI Sachiko, KAWASUZUKI Hiroshi, TOSHIMITSU 
Seiichi and FUJIWARA Osamu (2018) Results of the 
questionnaries for the visitors of the Geological Museum 
in FY 2017.

（受付：2018 年 6 月 29 日）

希望される要望もありましたが，当館の社会的位置付け

上，できかねます．また，グッズの通販を希望されるお

客様もいらっしゃいますが，実際にご来館いただいて GSJ

の研究成果を含めた展示を見ていただき，地球科学への理

解と興味を持っていただくことが標本館の主の目的で，そ

の補助としてグッズ販売をとらえているため，お断りして

います．

また，標本の数と質に圧倒される，たいへんよい博物館

なのに知名度が低いのではないか，PR に努めるべきだ，

という意見もいただきました．テーマとしては，ジオパー

ク関係の展示への要望やブラタモリとの関連づけをコメン

トされる方もいらっしゃいました．お忙しい中，書いてい

ただいたご意見は，今後の地質標本館のとりくみに生かし

ていきたく，この場でお礼申しあげます．

４．おわりに

地質調査総合センターでは「地球をよく知り，地球

と共生する」を理念として研究活動を行っており，地

質標本館は，一般社会への窓口として，研究成果の広

報・地質学リテラシーの向上・普及といったアウトリー

チ活動を担っております．地質標本館の名前にもなって

いる標本は，2,200 点以上が展示されておりますが，こ

れは地質調査総合センターで収蔵している標本のごく

一部です．膨大な数の標本は地質標本館と同じ組織で

ある，地質情報基盤センターのアーカイブ室で管理し

ていますが，標本は第一義的には研究試料であり，追加

分析など，研究成果を保証するものです．アウトリー

チ活動の中でも標本という側面が非常に重要になって

お り， 地 質 標 本 館 は 一 般 の 方 が イ メ ー ジ さ れ て い る 

「研究所付属の展示館」とは性格が異なる施設となってい

ます．「地球をよく知り，地球と共生する」ために，地質

標本館で，本物の標本を見ていただきたい，地球のことを

知っていただきたい，という地質調査総合センターからの

メッセージを込めて，みなさまのご来館をお待ちしており

ます．

展示標本は所蔵標本のごくごく一部ですが標本や模型，

解説を通じて地球科学に触れる場として地質標本館が機能

していけるよう，今後とも努力してまいります．つくばは

多くの研究所が集まっている都市ですから，いろいろな研

究所を見学できる利点を生かして，ぜひ地質にもご興味を

もっていただき，地質標本館に足を運んでいただきたく思

います．アンケートは引き続き行ってまいりますので，ご

来館の際にはどうぞご協力をお願いいたします．
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１．はじめに

地質調査総合センター（以下，GSJ）では，新規採用の

職員に円滑な研究活動とユニットを超えた交流を行って

いただくことを目的に，新規採用職員研修を毎年実施し

ています．平成 30 年度は，座学と研究発表会，巡検を 4

月 12 日から 20 日にかけて実施し，アウトリーチ研修を

4 月後半から実施しました．研修には常勤職員 15 名，ポ

スドク研究員等 9 名，計 24 名が参加しました（写真 1）． 

ここでは，その概要について報告します．

　

２. �座学の研修

初日は，森田澄人研究企画室長の挨拶に始まり，矢野雄

策地質調査総合センター長から GSJ の研究戦略及び紹介

がなされました．その後，各ユニット長等からそれぞれ

のユニット（活断層・火山研究部門，地圏資源環境研究部

キーワード：つくば，新規採用，巡検，アウトリーチ，研修１）産総研 地質調査総合センター　研究戦略部研究企画室
２）産総研 地質調査総合センター　地質情報研究部門

平成 30 年度地質調査総合センター
新規採用職員研修報告

門，地質情報研究部門，再生可能エネルギー研究センター，

地質情報基盤センター）についての紹介がなされました． 

2 日目，3 日目は，主に産総研で研究活動を行っていく上

で必要な基本事項の説明として，所内イントラの説明，各

種手続き，知的財産権，野外調査におけるコンプライアン

スや安全管理，救命救急実習のほか，実験室等の安全講習

が実施されました．

３．研究発表会

4 月 17 日（火）には，新規採用職員の自己紹介も兼ねて，

ご自身のこれまでの研究についての研究発表会が行われま

した．今年度の発表形式は，ポスドク研究員に関わらず

全員口頭発表とし，常勤職員 15 件，ポスドク研究員 3 件

の計 18 件の発表になりました．全研究ユニットが参加す

る研究発表の場は多くないため，本研究発表会は GSJ の 

研究を知る上でも貴重な機会になっています．

ࣸਅ �ɹ平成 30 年度 (4+ 新規採用職員研修ʢ研修ॳ೔ʣʹࢀՃ͞Εͨօ͞Μɽ
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以下に発表題目を紹介します（発表順，敬称略）．

中村淳路（地質情報研究部門　地球化学研究グループ）新

たな標準物質を用いた化学分析による地球表層変動解

析

村岡やよい（地質情報研究部門　地殻岩石研究グループ）

マグマ起源緑簾石を含む平尾花崗閃緑岩の定置過程

木下佐和子（地質情報研究部門　地球物理研究グループ）

レシーバ関数解析を用いた火山下の地震波速度構造に

関して

井口　亮（地質情報研究部門　海洋環境地質研究グループ）

海底鉱物資源開発に係る環境影響評価手法の開発

清家弘治（地質情報研究部門　海洋環境地質研究グループ）

地質記録と生物撹拌：津波堆積物の例

Daniel S. Collins（地質情報研究部門　海洋環境地質研究グル

ープ）Tidal dynamics and mangrove carbon sequestration 

during the Oligo–Miocene in the South China Sea

石井祐次（地質情報研究部門　海洋環境地質研究グループ）

完新世中期以降の気候変動に対する沿岸域の氾濫原の

応答

北 村真奈美（地圏資源環境研究部門　地圏メカニクス研究

グループ）岩石力学から地震発生メカニズム解明を目

指して

須 田　好（地圏資源環境研究部門　地圏微生物研究グルー

プ）初期地球解読に向けた陸上蛇紋岩温泉の地球化学

的研究

堀 川卓哉（地圏資源環境研究部門　CO2 地中貯留研究グル

ープ）岩石の水飽和率・間隙構造が P 波速度に及ぼ

す影響

吉 川美穂（地圏資源環境研究部門　地圏環境リスク研究グ

ループ）環境微生物を利用した土壌汚染浄化の実用化

に向けて

冨 樫　聡（再生可能エネルギー研究センター　地中熱チー

ム）導入コスト縮減に資する地中熱・未利用熱の利用

技術開発～ＮＥＤＯプロ成果の紹介～

鈴木陽大（再生可能エネルギー研究センター　地熱チーム）

これまでの研究紹介

Be rend A. Verberne （活断層・火山研究部門　地震テクト

ニクス研究グループ）A personal introduction and 

research experience

南　裕介（活断層・火山研究部門　火山活動研究グループ）

非マグマ性火山現象からみた火山活動史と火山熱水

系：研究紹介と今後の抱負

中村仁美（活断層・火山研究部門　深部流体研究グループ）

天然物質から深部流体の挙動を探る

関　香織（活断層・火山研究部門　マグマ活動研究グルー

プ）立山地獄谷と箱根大涌谷の熱水系

前田純伶（活断層・火山研究部門　地質変動研究グループ）

東北日本脊梁中央部における浅部地震活動と強度の不

均質

４．野外巡検

地質学の進展とともに室内実験やシミュレーションなど

を専門とし，野外地質が研究対象でない研究員も増えてき

ました．しかし，野外での地層・岩石観察は地質学の基本

でもあり，つくば周辺の地質を実際に観察してもらうべく

毎年巡検を実施しています．

今年度は 4 月 19 日（木）に野外巡検が行われました．

当初 18 日（水）を予定していましたが，悪天候だったた

め 19 日に順延となりました．順延のため都合がつかず欠

席された方もいましたが，新規採用職員 12 名に，参加を

希望された先輩職員 2 名を加えた合計 14 名が参加しまし

た．巡検案内は，地質情報研究部門の中島　礼研究グルー

プ長と研究戦略部研究企画室の佐藤大介が担当しました．

最初の観察地点は例年同様，霞ヶ浦に面する稲
いなしき

敷郡美
み ほ

浦

村馬
ま が き

掛で，第四系下総層群を観察しました．ここでは，崖

の下から上に向かって堆積相が変化しており，下位から小

型の貝化石を含む泥層，貝化石が密集した砂層，リップル

葉理を挟む泥層からなる地層が観察できました（写真 2）．

中島グループ長から，貝化石の種類や堆積相の変化から読

み取ることができる，当時の堆積環境についての説明がな

されました．

ࣸਅ �ɹ�ҵ৓ݝҴෑ܊ඒӜଜഅֻͰͷ࿐಄࡯؍ͷ༷ࢠɽখܕͷ֋Խੴ
ΛؚΉԼ෦ͷట૚ͱ֋Խੴ͕ີूͨ͠த෦ͷ࠭૚Λ࡯؍தɽ
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次に，北上して筑波山へ向かいました．例年は笠間市稲

田に向かい，採石場や「石の百年館」の見学をしていまし

たが，今年度は趣向を変えて筑波山山頂の見学を行いまし

た．ケーブルカーで山頂近くまで上り，まずは昼食をとり

ました．昼食後に男体山と女体山の 2 つの峰を歩き，筑

波山山頂を構成している斑れい岩の観察やそれぞれの山頂

からの景色を堪能しました．女体山山頂では集合写真の撮

影を行いました（写真 3）．なお，本巡検の 2 週間前には，

下見として案内者 2 名で筑波山登山を行いました．コー

スは，筑波山神社から男体山山頂，女体山山頂に登って筑

波山神社まで歩いて下りました．今回は時間の関係から，

ケーブルカーで移動しましたが，来年以降は徒歩による登

山道中の岩石観察もあるかもしれません．

その後，筑波山中腹の梅林に移動し，梅林からつくば全

体を見渡して，地質と地形，地史の関係について学びまし

た（写真 4）．また，筑波山山頂は斑れい岩で構成されてい

ますが，梅林付近では花崗岩が分布しており，車道沿いに

露出する花崗岩も観察しました． 

最終観察地点のつくば市上
か み す が ま

菅間では，桜川の河原の露頭

観察を行う予定でしたが，前日の雨で川の水量が増えてお

り，露頭付近に取り付くことができませんでした．ここで

は，河成段丘の礫層が観察できます．礫層中の礫や河原の

石の種類はすぐ近くの筑波山を構成する花崗岩や斑れい岩

はほとんど見られず，日光などに見られる火山岩や堆積岩

の礫が認められます．これは，かつて鬼怒川（古鬼怒川）

が日光から現在の桜川や霞ヶ浦がある場所を通っていたこ

とを示しています（中島ほか，2011）．今回は，堤防の上

から対岸に見える礫層の起源や堆積環境の変遷について解

説がなされました． 

産総研を出発して霞ヶ浦，筑波山と巡った今回の巡検は，

私たちが生活しているつくばの大地がどのような地質でで

きているのかを知るのに良い機会になったのではないかと

思います．

５．アウトリーチ研修

GSJ では，一般の方々に研究成果の普及，地質学・地球

科学の面白さを伝えるため，様々なアウトリーチ活動を

行っています．本研修でも，先輩職員の説明する様子を見

て学ぶだけでなく実際にアウトリーチ活動を体験してもら

うべく，毎年実施しています．今年度のアウトリーチ研修

は，地質標本館（4 月後半から 5 月に実施）と一般公開（7

月 21 日実施）での実地研修です．

すでに実施した地質標本館研修では，団体見学を対

象に，案内者（先輩職員）に随行して案内・展示解説を 

聞く随伴研修（写真 5）と担当の展示コーナーで解説を ࣸਅ 3ɹ໺֎८ݕͷू合ࣸਅɽஜ೾ঁࢁମࢁࢁ௖ͰࡱӨɽ

ࣸਅ �ɹ�ஜ೾ࢁകྛ͔Βͭ͘͹ͷ地質ͱ地ܗɼ地࢙ͷؔ܎ΛֶΜͰ
͍Δ༷ࢠɽ

ࣸਅ �ɹ地質ඪຊؗ研修ʢਵ൐研修ʣɽ�݄ �� ೔ͷ༷ࢠɽ
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SATO Daisuke and TUZINO Taqumi (2018) Report of the 
onboarding of Geological Survey of Japan, 2018.

（受付：2018 年 7 月 12 日）

行う展示解説研修（写真 6）の２つを行いました．団体と

しては，小学生から大人まで幅広い年齢層で，関東から

北海道まで，さまざまな方々が来館されました（第 1 表）．

それに加えて，見学形態も班別や自由見学など来館団体ご

とに異なり，団体によって説明の仕方に工夫が必要なため，

新規採用職員研修参加の皆さんは大変だったと思います． 

月　 日 時　 間 団　 体
随伴研修
参加者

展示解説研修
参加者

4月25日 9:30～11:30
高等学校1年生
（東京都）40名

中村淳路，木
下佐和子，堀
川卓哉，吉川
美穂

4月25日 13：00～15：00
高等学校1年生
（東京都）40名

村岡やよい

4月26日 10：00-10：40 
中学校1年生
（東京都） 70名

中村淳路

5月2日 9：30～11：30
小学校６年生
（茨城県）90名

木下佐和子

5月8日 11：40～12：40

中学校2年生
（北海道）70+70
名(途中入れか
え)

堀川卓哉，
村岡やよい

5月17日 11：00～12：00
地区ボランティ
ア（茨城県）約
20名

関　香織，
南　裕介

5月18日 15:00～16:00
中学校2年生
（茨城県）16名

井口　亮
南　裕介，
吉川美穂

5月22日 14：20～15：20　
中学校3年生
（宮城県）９名

清家弘治 井口　亮

5月23日 10：10～11：00
民間企業（新潟
県）20名

清家弘治

5月30日 10：30～11：30　
公益社団法人
25名

関　香織

5月31日 13：00～14：10　
高等学校1年生
（東京都）42名

北村 真奈美，
須田　好，中村
仁美

5月31日 15：30～16：30
高等学校1年生
（東京都）42名

北村 真奈美，
須田　好，
中村仁美

ୈ �දɹ地質ඪຊؗ研修ͷஂମֶݟ୲౰ද

ࣸਅ �ɹ�地質ඪຊؗ研修ʢలࣔղઆ研修ʣɽ্ ͔Β�݄�೔ɼ�݄��೔ɼ
�݄ 3� ೔ஂମରԠ࣌ͷ༷ࢠɽ

一方で，熱心な来館者に対して同じくらい熱心に解説する

場面もありました ( 写真 6)．

６．最後に

新規採用職員研修参加の皆様には，産総研の全体研修に

引き続き，産総研での研究活動に取り掛かるお忙しい時

期に研修に参加いただきました．また，研修を行うにあ

たり，研究ユニットや研究業務推進室の皆様には，講義， 

施設見学，巡検など多大なご協力をいただきました．研修

に参加，ご協力いただいた皆様にこの場を借りてお礼申し

上げます．

文　献

中島　礼・西岡芳晴・宮地良典（2011）　筑波山・霞ヶ浦

地質見学ガイド．地質調査総合センター研究資料集，

no. 545．



GSJ 地質ニュース�Vol.�7��No.�9（2018 年 9月）����������253

Awards

ɹٕۀ࢈ݩज़総合研ڀॴ地質調査ॴڥ؀地質෦௕ͷ

ү෦Ұ༸͕ࢯɼ平成 30 年 � ݄ �0 ೔ʹਸ਼
㆚ㆂㆻㆄ

ๅ খ
㆗㇇ㆄ㆘㇅㆗㇇ㆄ

द ষΛ�

डষ͞Ε·ͨ͠ɽ಺ֳ෎͕ఆΊ͍ͯΔ܄ষͷत༩ج४ʹ

ΑΕ͹ɼਸ਼ๅষ͸ɼٴࠃͼ地ํެஂڞମͷެ຿ͳͲʹ�

௕年ʹΘͨΓैޭͯ͠ࣄ࿑ΛੵΈॏͶɼ成੷Λ͛ڍ

ͨऀΛදজ͢Δ৔合ʹत༩͢Δ΋ͷͱ͞Ε͍ͯ·͢ɽ�

͜ͷͨͼͷਸ਼ๅখदষडষ͸ɼү෦͝ࢯຊਓͷΈͳΒͣɼ

͝Ո଒΍چ地質調査ॴڥ؀地質෦ɼͦͯ͠地質調査総合�

センターʹͱͬͯେม໊༪Ͱت͹͍͜͠ͱͰ͋Γ·͢ɽ

ɹү෦ࢯ͸ɼ地質調査ॴʹ͓͍ͯઌۦతͳ໾ׂΛ�

Ռͨͨ͠ڥ؀地質ʹؔΘΔ研ڀΛ͍ߦɼ·ͨɼޙ࠷

ͷڥ؀地質෦௕ͱͯ͠ಠཱߦ੓๏ਓ΁ͷҠߦͱ͍

͏ܹಈͷ࣌୅ʹେ೚ΛՌͨ͞Ε·ͨ͠ɽү෦ࢯͷ

ઌۦతͳ研ڀ͸਺ଟ͋͘Γ·͕͢ɼ���� 年ʹൃߦ

͞Εͨ � ສ � ઍ෼ͷ̍ʮஜ೾研ֶڀԂ౎ٴࢢͼप

ลͷڥ؀地質ਤʯʢӉ໺୔΄͔ɼ����ʣ͕ͦͷ୅ද

元産業技術総合研究所地質調査所環境地質部長の 
磯部一洋氏が瑞宝小綬章を受章

Ͱ͢ɽڥ؀地質ਤ͸ɼஜ೾΁ͷҠస̎年ޙͷ ���� 年͔Β࡞成͕։࢝͞Ε·ͨ͠ɽ�00 ͔ॴҎ্

ͷ࿐಄ʹ͓͍ͯ地質調査͕ߦΘΕɼ���� 年ͷͭ͘͹ສത։࠵΍ۀ޻ɾ研ஂڀ地ͷ଄成ʹ൐ͬͯ�

ऩू͞Εͨ๲େͳ地൫調査用ϘーϦンάࢿྉ͸ �
��� ຊʹୡͨͦ͠͏Ͱ͢ɽ·ͨɼ͜ΕΒϘーϦンάࢿྉΛ

ղੳ͢ΔͨΊͷج४ͱͳΔΦーϧίΞϘーϦンά͕ �地఺ͰߦΘΕ·ͨ͠ɽ͜ΕΒͷ成ՌΛऔΓ·ͱΊͯ�

ද૚ͱ地Լͷ地質地൫Λදͨ͠ڥ؀地質ਤ͕׬成͠ɼࡏݱ΋ར׆用͞Ε͍ͯ·͢ɽ

ɹͪΐ͏Ͳ 30 年ޙͷ �0�� 年ʹɼڥ؀چ地質෦ͷதᖒɹ౒ࢯΒʹΑͬͯ8&# ެ։͞Εͨʮઍ༿ݝ๺෦地Ҭ�

ͷ 3 ��地質地൫ਤʯʢIUUQT���HCBOL�HTK�KQ�VSCBOHFPM�ɼ�0ݩ࣍ 年 � ݄ 3� ೔ɹ֬ೝʣ͸ɼү෦ࢯΒͷ調査�

研ڀͷख๏Λ͞Βʹൃలͤͨ͞΋ͷʹͳΓ·͢ɽ·ͨɼࡏݱ͸ɼ౦ژ౎ͷ地質地൫ਤͷ੔උ͕ਐΊΒΕ͓ͯΓɼ

ү෦ࢯΒͷڥ؀چ地質෦ͷ఻౷͕地質調査総合センターͱͳͬͨࡏݱͰ΋຺ʑͱཔ΋͘͠ੜ͖ଓ͚͍ͯ·͢ɽ

� ʢ࢈総研�地質調査総合センター௕ิࠤɹ຀໺խ඙ʣ

文　献

宇野沢　昭，磯部一洋，遠藤秀典，田口雄作，永井　茂，石井武政，相原輝雄，岡　重文（1988）　2 万５千分の 1 筑波
研究学園都市及び周辺地域の環境地質図．特殊地質図，23-2，139p．3 sheets， 地質調査所．
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埼玉県秩父郡長瀞町の荒川沿いに露出する結晶片岩の露頭群は

「長瀞の岩畳」として古くから観光地として知られている．その露頭

群の中でも埼玉県立自然の博物館近くのスチルプノメレン片岩の

岩体は茶色の縞模様が虎の体表の模様のように見えることから

「虎岩」と呼ばれている．宮沢賢治はこの虎岩を見て「つくづくと

粋なもやうの博多帯　荒川ぎしの片岩のいろ」という歌を詠んだ．

博物館前の駐車場にその歌碑が建っている．

（写真・文：地質調査総合センター地質情報研究部門　小松原純子）

Stilpnomelane schist called 'Tiger rock' in Nagatoro schist terraces. Photo and Caption by Junko KOMATSUBARA

長 瀞 岩 畳 の 虎 岩

AIST11-G00013-81
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